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　環境市民が主幹事を務める環境首都コンテスト全国
ネットワークでは、コンテストで得られた情報の共有
化及び今後の自治体における効果的な施策検討並びに
自治体とのより深いパートナーシップを築いていくこ
とを目的として、コンテストに参加いただいた自治体
を中心に、関心のある自治体や市民にも呼びかけて、
全国数か所で交流会を開催しています。
　今年度の近畿地域交流会は、自治体先進事例の発表
会（第1部）、尼崎市長と宇部市長の対談（第2部）で

構成しました。
　当日は自治体職員、企
業関係者、市民などから
多くの参加をいただき
150人収容の会場は満員
御礼となりました。

【第1部】先進事例発表会

環境総合計画の推進を担う『環境アニメイティッ1. 

ドやお』（大阪府八尾市）

　「環境アニメイティッ
ドやお」は、環境問題に
積極的に取り組んできた
事業者が開いた研究会を
母体として、2004年12月
に発足しました。市の環

境総合計画にも示された望ましい環境像の実現のため
多様な主体が参加したパートナーシップ組織として、
市内の様々な環境活動への積極的な支援活動を行って
います。
　特徴的なのは、自然環境保全活動です。市の東部山
麗にある高安地域のため池には、環境省レッドリスト
絶滅危惧種 ⅠA類に指定されているニッポンバラタ
ナゴが生息しています。その生息環境は、生活排水な
どにより脅かされています。そのため、高安山自然再
生活動として生息の環境回復を図ってきました。例え
ば、①上流にあたる山林の保水活動を高めるための間
伐や下草刈り、②ため池での生息環境の観察、③長ら
く放置されていた池の「ドビ流し」（ため池の底にた
まった泥を流す水質浄化）の実施などを市民と行政の
協働で実施しています。

地域を愛する豊かな心を育む小学生ガイド（兵庫2. 

県加西市）

　小学生が観光客に地域の案内をする小学生ガイドは、
2005年度より加西市立北条小学校の「総合学習」の一環
として行われました。これがきっかけでガイド隊が誕
生。6年生が土曜日と日曜日に活動しています。この取

り組みは次に6年生になる児童に今の6年生が声をかけ、
メンバーを募集し、引き継がれています。ガイドをする
ことを通じて「まち」の
宝をあらためて見つけ、
大切にしたいものを確認
することができるこの取
り組みは、まちづくりを
担う将来世代の育成につ
ながっています。

環境モデル都市の実現と地場産業振興をめざす 共3. 

同発注グループによるLED開発と防犯灯LED化

（長野県飯田市）

　LED防犯灯は、従来の
防犯灯に比べてCO₂は約3
分の2になる上に、寿命は
約5倍となります。LED防
犯灯の開発は、第三セク
ターの共同受注窓口として飯
田下伊那地域の企業間コーディネートを行う「NESUC-
IIDA（ネスク・イイダ）」のメンバー業者が行いまし
た。飯田市はここに発注を行うことで製品開発支援や
雇用創出、地域経済への寄与を図っています。

【第2部】産業都市の市長が語る〜持続可能な地域社

会をめざして

　環境市民の杦本育生代
表のコーディネートのも
と、白井文尼崎市長、久
保田后子宇部市長の対談
が行われました。産業
公害を乗り越えて全国でも
トップレベルの環境施策を進めているという点、市民
派の女性市長であるという点など、何かと共通点の多
い両市ですが、それぞれの取り組みの比較を通して、
互いに良いところは取り入れようという意気込みから
非常に活発な議論が行われました。
　最終的には、尼崎市と宇部市で環境マネジメントシ
ステムの自治体間相互監査制度立ち上げをめざすこと
や、環境フェアで相互の自治体ブースを設けるといっ
た具体的な協働プロジェクトの構築にまで議論は及び
ました。
　最後に、宇部市長から「市長同士の交流から、職員
の交流、そして市民の交流を行うことでよりよい日本
社会づくりができる」という言葉が発せられました。
この言葉にこそ、今回の交流会を開催する意義が表れ
ていると実感しました。
（文/環境首都コンテスト ボランティア　小濵 寬一）

環境首都コンテスト近畿地域交流会
市長対談で

まちづくりの輪ひろがる！

会場は満員御礼に

北条小学校歴史ガイド隊
（提供：加西市）

高安山自然再生定期活動（提供：八尾市）

取り付けられたLED防犯灯
（提供：飯田市）

意見交換する白井尼崎市長（右）と
久保田宇部市長（左）
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谷川 毅（たにがわ　つよし）

名古屋 さよ子（なごや さよこ）

高橋 猛（たかはし たけし）

谷村 美佐子（たにむら みさこ）

渡邊 明子（わたなべ あきこ）

山野を駆けめぐる!?

＊

＊

　環境市民では地域から持続可能な社会をつくるため、市民

参画で自治体の環境基本計画の策定を行うコーディネート事

業を行っています。その一環で、今年一年を通じて大阪府島

本町の山や河川敷に、どのような種類の植物がどれ位生えて

いるのかを調査することになりました。そこで調査チームの

スタッフを紹介します。

この5人で、地域住民の方々や協力してくださる方の援助を受けつつ調査を進めて行きます。

島本の人にとって最も身近な環境である豊かな森林を、未来に向けこれからどうしていくのか、

それを皆で考えるための基礎となるような結果が残せるよう、努めて行きたいと思います。

　日本の環境首都コンテストに携わらせ
ていただいていましたが、このたび植生
調査業務にも取り組むことになりまし
た。ますます広がる環境市民ライフ。メ

ンバーとともに、地域の
フィールドから持続可
能な社会を見出してい
きたいと思います。

　学生時代は、雄大な自然の中で畜産を
学びつつ虫を追いかけ、社会に出てから
も緑に囲まれながら日々働いておりまし

た。4月に宮城県から越
してきたばかりで、街
ではまだ道に迷ってば
かりですが、山では迷
わないよう、調査に励
みたいと思います。

　今年6月に建設コンサルタントを定年退
職した河川技術者です。これまで川の水
源地として見てきた山林の環境を調査で
きる機会に巡り会いました。マツ枯れや
ナラ枯れ、林業衰退の
ための放置林など、問
題は深刻ですが「わが
心の原風景」の山の
緑、大切に見守りた
いと思っています。

　植物園で園芸の仕事をするかたわら、
環境教育に興味があり
紙芝居劇を作るなど
活動を続けてきまし
た。休日には近くの
山をそぞろ歩くこと
が日課の私にとって
身近な里山は大切な
ものです。植生調
査を通じて里山のある
べき姿を見出せればいいなと思っており
ます。

　大学で林学を勉強して以来、仕事も
ずっと植物に関わってきました。また植
物に関係した仕事ができて嬉しいです。
出身が島本町と隣接した長岡京市なので
すが、今まであまり
島本町に行った事が
なかったので、調査
を通して島本町の
色んなことを知り
たいなあと思って
います。

ンバーとともに、地域の

た。4月に宮城県から越

査を通じて里山のある

島本町植生調査スタッフ紹介
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生物多様性ワンフレーズ
今こそ知りたい

COP10がもっとおもしろくなる

ABS＝遺伝資源への
アクセスと利益配分

COP10で注目される議題その3 If there is will, a fair and equitable deal is 
possible.

連載第4回：

　生物多様性条約第10回締約国会議（CBD-COP10/MOP5:以
下COP10）の会期中、NGOが毎日発行する『ECO』というフ
リーペーパーを翻訳するプロジェクトがあります。そこで、この
『ECO』に関連した英語のフレーズを紹介しながら、NGOの視
点からCOP10に向けての話題をお届けします。

（文 /「ECO」日本語化プロジェクト コーディネーター　
原野 知子）

……これは、今年の7月、ABS作業部会※1の際に発行
された「ECO vol.33」の冒頭に掲載された記事のタイ
トルです。この記事は次のように始まります。
　「ついにABS議定書について、現実的な交渉が行
われた。この段階に到達するまでに何年もかかり、そ
のあいだにバイオパイラシー※2は続き、先住民族と地
域社会と原産国の権利は侵害された。次のチャレンジ
は、強い議定書を携えて我々がアイチ・ナゴヤに行く
ことだ」。

……ABS（Access to Genetic resources and
Benefi t-sharing）とは？

　生物多様性条約（CBD）の目的は、１．生物と
生息環境の保全、２．生物資源の持続可能な利用、
３．遺伝資源から得られる利益の公正・衡平な配分
（ABS）の三つです。ABS議定書はこの三つ目の目
的のための新ルールで、生物多様性の喪失を防ぎ、持
続可能に利用するためのものです。
　たとえ話です。──あなたは貧しい村に住んでい
た。あなたの家の庭に昔から一本の木があって、その
実を煎じて飲むと元気になるという言い伝えがあっ
た。あなたはその木を大切に守り、近所にも煎じ薬を
分け与えていた。ある日、外国の研究者がその実を研
究するために持ち帰った。しばらくして外国の企業か
ら、木の実を煎じることは特許権の侵害にあたるとい
う通知が来たため、あなたは訳が分からないまま、そ
の木を切ってしまった。その企業の製品は大ヒット
し、莫大な利益を生み出した。しかし貧しい村は貧し
いままで、しかも貴重な木まで失われてしまった。村
人は、これからは外国には何も渡してはいけないとの
教訓を得た。──実はこのようなことが、今までに世
界各地で数え切れないほどあったのです。
　CBD第15条に、遺伝資源を有する国が主権を持つこ
と、利益配分のためにルールをつくること、などが定
められています。また、遺伝資源についての伝統的知
識を、その地域の先住民族やコミュニティが維持して
いる場合も多くあります。前述のたとえ話で言えば、
木の実の煎じ方が伝統的知識にあたります。CBDでは
第8条（ｊ）項で、この伝統的知識についても、それ
によって得られる利益の衡平な配分を奨励しており、

多くの先住民族がABS交渉に関わっています。

……名古屋議定書は採択されるのか？

　当然、遺伝資源を豊富に持つ途上国と、研究開発・
製品化を行う先進国との間では主張がぶつかります。
COP6（2002年）において、法的拘束力を持たない「ボ
ン・ガイドライン」というルールが策定されたのです
が、あまり効果がありませんでした。それでCOP10
までに、法的拘束力のある議定書を作るかどうかも含
め、ABSの新ルールをまとめることになったのです。
　日本政府は、COP9までは「責任と修復」（連載第
3回参照）と同様、ボン・ガイドラインを遵守すれば
十分で、法的拘束力のある議定書は必要ないという
立場でした。しかし、COP10では議長国ですから、
ABS議定書が策定できるかどうかがCOP10成功の一
つのカギとなったため、3月のABS作業部会の後、資
金提供して再会合を7月に開催し、冒頭に紹介したよ
うにやっと議定書の形を整えるところまでこぎつけた
のです。「アイチ－ナゴヤ議定書」といわれるこの原
案は、COP10の直前、10月にもう一度細部をつめる
会合が開催される予定です。
　こうしてできてきた議定書の原案には、まだたくさ
んの課題があり、かなり前途多難な状況で、議定書の
合意は先延ばしになるか、専門機関の設置のみ決定す
ることになるかもしれないという見方もあります。

……なぜABSが必要なのか

　CBDは、人類が地球上でこれからも生きていくた
めに必要な条約として、1992年の地球サミットにおい
て誕生しました。3番目の目的であるABSは、生物資
源が豊富な途上国が、自国の開発を控える代償を求め
た結果であるといわれます。ABS議定書を定めるこ
とは、先進国の製薬会社やバイオ企業にとっては今ま
でより不自由でコストがかかることになります。しか
し、生物多様性の喪失を防ぐためには、今までタダ同
然と思われていた生態系サービスや伝統的知識の価値
を認めることが重要です。私たちの暮らしが途上国と
の不公平さの上に成り立っていることを認め、是正し
ていく“意志”を示すこと、それが合意のために必要
なのです。

※1　CBDのテーマで特に重要なものは作業部会でも議論される。ABS作業部会は2002年に設置され、現在、第９回まで開催されている。　
※2  「生物学的海賊行為」と訳される。生物資源の収奪。

意志があれば、公正で衡平な
配分は可能だ
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　いよいよ 10 月 11 日から生物多様性 COP10 が開催され
ます。実際の会議が行われる名古屋国際会議場のセキュ
リティーエリアには、事前登録を行っていないと入れま
せんが、本会議（プレナリー）の状況は CBD 条約事務局
のウェブサイトで公開される予定です。詳細は下記サイ
トをご覧下さい。
●カルタヘナ議定書会議（MOP5）http://www.cbd.int/mop5/

●生物多様性条約締約国会議（COP10） http://www.cbd.int/cop10/

　また、会議場の周りでは、一般市民も参加できる「生
物多様性交流フェア」が開催され、たくさんのテントブー
スが出されます。NGO が主催するイベントは CBD 市民
ネットウェブサイトに掲載されます。
● CBD 市民ネット　http://www.cbdnet.jp/

●日本政府公式ウェブサイト　http://www.cop10.go.jp/

●生物多様性交流フェア　http://www.cop10.jp/fair/

　省エネ家電や省エネ型住宅の購入で発行される「エコポイント」制度。
このポイントを環境団体に寄付できる制度があり、環境市民も対象団体に
なっています。
　これまで皆様から「エコ地蔵盆プロジェクト」に対して、以下のご寄附
を頂戴いたしました。皆様からのご寄附は、プロジェクトの活動資金として、
大切に使わせていただきます。ありがとうございました。
　ぜひ、これからもお手元にあるエコポイントをプロジェクトにご寄付く
ださいますようお願いいたします。皆様のご支援をお待ちしております。

◎家電エコポイント……40,606 円　◎住宅エコポイント……93 円
（2010 年 2 月 19 日から 2010 年 8 月 19 日の期間）

　「地蔵盆」は子どもたちの健やかな成長を願う京都のお祭りで、各町内で
それぞれ趣向を凝らした取り組みがなされます。この地蔵盆に、ごみの発生
の少ないおやつや景品を選ぶ等、環境の視点を盛り込むことを提案したのが

「エコ地蔵盆」。2006 年から環境市民がすすめている取り組みです。
　今年の取り組み報告は、会報誌 12 月号の特集で紹介します。速報は、環
境市民のウェブサイトでも紹介をしております。

■想いでつなごう！ COP10 おりがみプロジェクト　http://www.cop10-origami.com/

　生き物のおりがみを折って、10 年後の未来・希望を託します。

■推薦！海洋保護区　http://mpa.cbdnet.jp/

　守りたい海、蘇らせたい海の写真を投稿し、日本の海洋保護区として推薦します。

■プラネット・ダイバーシティ・プレイベント　http://mop5.jp/

「地球の多様性を祝おう！」をコンセプトとしたグリーンマーケット・海外ゲ
ストを交えた生物多様性トークショー・青空コンサートなど。

内　容：グリーンマーケット、展示、ミニコンサート、トークショー、コ
ミュニティ・カフェ、パレードなど。ご来場の際には、マイバッグ・マイ
カップ・マイ箸・マイ食器を持参ください。
と　き：10 月 10 日 （日） 午前 10：00 から午後 4：00　
ところ：名古屋市・久屋大通公園もちの木広場（名古屋テレビ塔南）

市民参加のイベント

関連キャンペーン

生物多様性 COP10/MOP5 情報あなたも

参加できる

ご意見・ご感想宛先：メール・FAX・郵送でお送りください　（MAIL）newsletter@kankyoshimin.org （FAX）075-211-3531
（郵送）〒604-0932　京都市中京区寺町通二条下ル 呉波ビル3階NPO法人環境市民 みどりのニュースレター編集部 宛

みなさまからのご寄付を
おまちしております！

▼住宅エコポイントのご寄付
http://jutaku.eco-points.
jp/user/item/category06/

▼家電エコポイントのご寄付
http://eco-points.jp

エコ地蔵盆プロジェクトへのエコポイントご寄付のお礼
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活
動

や
経
験
か
ら
、
環
境
や
体
へ
の
影
響
を
考

え
、
農
業
を
や
る
な
ら
自
然
農
し
か
な
い

と
思
って
い
た
。

　

し
か
し
、
同
時
に
心
配
も
あ
っ
た
。
も

し
か
し
た
ら
、
そ
の
方
法
で
農
業
を
や
る
こ

と
を
父
は
許
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
？　

と

い
う
こ
と
だ
。

　

そ
の
不
安
は
的
中
し
た
。
今
か
ら
12
年

前
の
平
成
10
年
、
自
然
農
は
認
知
度
も
低

く
、
異
端
的
な
色
合
い
が
強
く
思
わ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
近
く
に
別

に
農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も

わ
か
っ
た
。「
や
っ
ぱ
り
自
然
農
で
い
こ
う
」、

そ
う
決
心
し
た
佐
藤
さ
ん
は
、
自
然
農
法

の
第
一
人
者
、
赤
目
自
然
農
塾
の
川
口
由
一

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
習
い
に
行
っ
た
り
、
自
然

農
の
創
設
者
の
福
岡
正
信
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

行
っ
た
り
、
自
然
農
の
専
業
農
家
を
し
て
い

る
方
の
所
へ
見
学
に
行
き
、
準
備
を
進
め
て

いっ
た
。
農
業
を
や
ろ
う
と
決
め
て
実
際
に

Ｕ
タ
ー
ン
ま
で
は
半
年
ほ
ど
。
や
ろ
う
と
決

め
た
ら
早
か
っ
た
。

■
試
行
錯
誤
の
日
々

　

そ
う
や
っ
て
始
め
た
も
の
の
、
最
初
は
と

ま
ど
っ
た
。
芽
が
出
な
い
、虫
に
食
べ
ら
れ
る
、

草
に
負
け
る
。「
あ
れ
で
も
畑
？
」
両
親
や

周
り
も
い
ぶ
か
っ
た
。
耕
さ
な
い
、
肥
料
も

や
ら
な
い
、
雑
草
を
と
ら
な
い
、
農
薬
も
ま

か
な
い
。
な
る
べ
く
自
然
の
ま
ま
の
農
業「
自

然
農
」
は
、
周
り
か
ら
好
奇
の
視
線
を
浴

び
た
。
農
法
を
学
び
に
行
っ
た
と
言
っ
て
も

す
べ
て
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
わ
け
で
は

な
い
、
そ
の
土
地
の
気
候
や
、
土
の
状
態
、

作
物
に
よ
って
も
違
う
。
経
験
を
積
み
重
ね

て
い
く
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
た
」
と
、
佐
藤

さ
ん
は
言
う
。「
土
地
に
合
っ
た
い
い
畝
を
つ

く
る
。
作
物
に
合
っ
た
、
種
の
蒔
き
方
を
す

る
。
肥
料
も
作
物
に
合
わ
せ
て
少
し
は
や

る
。
一
つ
一
つ
違
い
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
に
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
自
然
農
が
あ

る
」。

■
自
然
農
の
学
び
の
場

　

現
在
、
佐
藤
さ
ん
が
暮
ら
す
集
落
は

限
界
集
落
に
近
い
と
言
う
。
平
均
年
齢
は
、

移
住
し
た
当
時
は
65
歳
く
ら
い
だ
っ
た
が
、

今
は
75
歳
く
ら
い
に
な
って
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
佐
藤
さ
ん
は
自
然
農
に

農
業
の
未
来
を
託
す
。「
世
の
中
に
無
駄
な

も
の
な
ん
て
な
い
ん
で
す
よ
。
雑
草
だ
っ
て
、

虫
だ
っ
て
。
必
ず
意
味
が
あ
っ
て
生
ま
れ
て

き
て
る
ん
だ
か
ら
」。
ち
ゃ
ん
と
作
物
が
で

き
る
の
を
見
て
、
父
親
も
今
は
佐
藤
さ
ん
の

農
業
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。
3
年
前

か
ら
、
恵
那
で
自
然
農
の
学
び
の
場
を
始
め

た
。
今
も
、
老
若
男
女
60
人
ほ
ど
が
学
び

に
き
て
い
る
と
言
う
。「
本
家
の
川
口
さ
ん

と
こ
ろ
は
、
常
時
３
０
０
〜
４
０
０
人
が
学

び
に
き
て
い
る
ら
し
い
。
今
の
時
代
、
自
然

農
を
求
め
る
人
が
増
え
て
い
る
」
と
、
語
る
。

　

京
都
で
調
理
師
と
し
て
働
い
て
い
た
頃

に
、
佐
藤
さ
ん
の
作
る
料
理
を
い
た
だ
い
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
。
食
への
関
心
が
、
結
局
今
の
農
業
に
も

つ
な
が
る
。「
多
く
の
生
命
を
頂
い
て
、
人

は
育
ち
、
そ
の
頂
い
て
い
る
い
の
ち
も
多
く
の

い
の
ち
の
上
で
育
っ
て
い
る
生
命
な
の
だ
と
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
自
然
農
」。
そ
う
語

る
佐
藤
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
自
然
農
の
道

を
行
く
だ
ろ
う
。「
全
て
の
い
の
ち
に
無
駄

な
こ
と
は
な
い
よ
。
全
て
の
い
の
ち
は
必
ず

そ
の
必
要
性
が
あ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
。
必

要
な
の
は
、
こ
の
大
き
な
い
の
ち
の
世
界
に

沿
っ
て
生
き
ら
れ
る
知
恵
と
勇

気
」。
後
に
つ
づ
く
人
た
ち
も
こ

の
地
で
順
調
に
育
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

（
文
／
ニュー
ス
レ
タ
ー
編
集
部　

千
葉 

有
紀
子
）

佐藤 敦
あ つ み

巳さん

調理師として 19 年過ごしたあと、故郷の岐阜県
恵
え な

那市上矢作町で自然農に取り組む。小学生・
二児の父親。

no.64

安
心
で
お
い
し
い
も
の
を
届
け
た
い

（五十音順）

特集を通じて、各々の有機農業の哲学、そして自治
体レベルで行う現実的な取り組みを知り、いろいろ
考えさせられました。立場が違えば、取り組み方も
違います。まずは、消費者として農について考え、
食べ物を選ぶことから有機農業へのサポートは始ま
るのかなと思いました。（大槻 達郎）

編集後記 編集部

有川 真理子
伊藤 省二
大槻 達郎
風岡 宗人
久保 友美
駒 ゆき香
角出 貴彦

田麦 誠
千葉 有紀子
内藤 一樹
中村 桂祐
村田 諒平
デザイン
下司 智子
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入会しよう！

（発行）特定非営利活動法人　環境市民　（代表）杦本 育生　（発行人）堀 孝弘

TEL：075-211-3521　IP 電話：050-3581-7492　FAX：075-211-3531
E-mail：life@kankyoshimin.org　URL：http://www.kankyoshimin.org 
〒 604-0932 京都市中京区寺町通二条下ル呉波ビル 3 階（月から金午前 10:00 から午後 6:00）

●環境市民 東海事務所
　TEL&FAX：052-521-0095　IP 電話：050-3604-6182
　E-mail：tokai@kankyoshimin.org　URL：http://www.kankyoshimin.org /tokai/
　〒 451-0062　名古屋市西区花の木 1-12-12　AOI ビル 4 階

●環境市民 滋賀事務所　
　TEL：077-522-5837　E-mail：cefshiga@kankyoshimin.org
　〒 520-0046　大津市長等 2 丁目 9-12　竺 文彦気付

本誌の無断複写・複製・転載を禁じます。「環境市民」登録商標 第4809505号

会員特典
□月刊会報誌「みどりのニュースレター」をお届けいたします。
□行事などの参加費を割引させていただきます。
□環境に関する様々な情報を得たり、また質問や相談ができます。

会費の振込み方法
郵便振替振込用紙に、住所・氏名・電話番号・会員の種類・1） 
送金内容事項をご記入の上、「年会費 + 入会金」をご入金くだ
さい。（※シニア・学生・助成・特別助成会員は入会金不要）

ご入金を確認後、最新のニュースレター、入会記念としてポス2） 
トカードをお届けします。

環境市民は、多くのボランティアと会員の皆さんの参加によって支えられています。
「持続可能で豊かな社会づくり」のために、ぜひ会員になって環境市民の活動を応援してください !

会費・寄付のお振込み先
【郵便振替】 口座番号：01020-7-76578 
 加入者名：環境市民

年会費は一口以上※ 

この印刷物は風力発電による自然エネルギーを使用して
大豆油インキで印刷しました。印刷：（有）糺書房

「環境市民のエコまちライフ」ラジオ番組 京都三条ラジオカフェ（79.7MHz）

身近な話題から旬の話題まで環境の視点から情報発信 ●放送時間：毎週月曜午後１:00 から 1:15（再放送は火曜朝７:00 から）
インターネットでの試聴・ダウンロードはこちら→ URL: http://kankyoshiminradio.seesaa.net/

種別 年会費 入会金
個人会員 4,000円 1,000円
ペア会員 6,000円 2,000円
シニア・学生会員 3,000円 ー
ファミリー会員 8,000円 2,000円
助成会員 10,000円 ー
特別助成会員 50,000円 ー
終身会員 一括　80,000 円
営利法人会員※ 1口 50,000 円 50,000円
非営利法人会員※ 1口 10,000 円 2,000円

寄付をする
住所・氏名・電話番号・寄付金額をご明記の上、下記の振込先
へお振り込みください。

会費

環境市民

呉波ビル
3F

　自転車で走りやすい道・危険な道・おすすめ
コース・休憩ポイント・すべての道路・自転車
店・コンビニ・銭湯から公衆トイレに至るまで、
自転車チーム「ちゃり民」メンバー有志をはじめ
数十人のボランティアの尽力により、足掛け３
年、徹底調査しました。
　種類は「京都市内版」「京都郊外版」の２冊。
各々地図とお勧めコース紹介の冊子が、ジッパー
付ビニール袋に入っています。地図は水濡れ・折
目破れに強い特殊紙を使用しています。
　各書店および主要自転車店で販売しています。
ぜひ、この自転車マップを使ってサイクリングを
楽しんでください。

[ 編著者 ]NPO 環境市民・LLP 自転車
ライフプロジェクト
[ 地図のサイズ ] 約 60 × 90cm　[ 冊
子のサイズ ] A5 変形、48p、全頁カ
ラー、中綴じ
[ 発　行 ] 西日本出版社
[ 申込み方法 ] 郵送希望の場合は、お名前、ご住所、電話番号、
E-mail、「まちなか版」「郊外版」それぞれの希望冊数を明記の上、「京
都自転車マップ希望」と記入し、FAX または電話、E-mail で環境市
民までお申し込みください。ボランティアにより発送を行うためお
申し込みから 1 週間程度のお時間をいただきますのでよろしくお願
いします。環境市民京都事務局で直接販売もしています。
[ 価格（税込）] 市内版 1,000 円　郊外版 1,100 円　 
[ 送　料 ] 1 冊 80 円、2 冊 160 円。それ以上は事務局までお問合
せください。
[支払い] 郵便振込後払いになります。振込手数料はご負担ください。


